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　令和６年２月９日の１日間、第１回臨時会を開催し、専決処分１件、条例改正等２件、令和
５年度一般会計補正予算１件の合計４件を可決しました。

　令和６年３月８日から１５日までの８日間、第２回定例会を開催し、令和５年度補正予算６件、
発議１件、条例改正１０件、令和６年度当初予算７件の合計２４件を可決しました。令和６年
度一般会計当初予算は４３億６千７百万円（前年度▲３億５千９百万円）となりました。

令和６年第１回　山江村議会臨時会

令和６年第２回　山江村議会定例会

◆ 令和 6 年度山江村一般会計予算

◆ 令和５年度山江村一般会計補正予算（第９号）

◆ 山江村就学金支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について

質 疑

質 疑

答 弁

答 弁

赤坂議員
１．�ふるさと応援寄附金の経費率は。５０％を超えない

よう通達がきているのでは。
２．�就学祝い金の各学校の内訳は。また３万円の根拠は。

３．�山田小１５０周年記念事業の内容と時期は。

企画調整課長
１．�経費５０％以内で見込んでいる。
教育課長
２．�山田小２９名、万江小３名、山江中２８名。
教育長
２．�中学校制服が約６万かかるのでその半額。
３．�内容は検討中、時期は令和７年２月１６日。

久保山議員
　大王谷の測量設計業務委託について、範囲はどのあたりか。

建設課長
　高速道路よりも少し手前の集落のある付近から、河川まで。

横谷議員
　栗生産実態調査委託料について、調査の内容、委託先、
苗木とか肥料を助成されてから何年ほど経過してるのか。

産業振興課長
　内容は、圃場へ出向き栗の生育状況や肥料、選定状況
等を調査する。委託先は栗生産者、地区の代表を考えて
いる。苗木補助は平成２０年度、肥料補助は平成２４年
度から実施。令和元年度から３年度にかけて集中的に補
助をしている。

本田議員
１．�森林作業道新設補助金について、どのように進めて

いくのか。
２．�森林環境譲与税は何に使われるのか。
３．�各学校の賄材料費について、どのような買い付けか。

産業振興課長
１．�自伐型環境保全型林業の推進に向けた取り組み。
２．�基金に積み立てし、必要な際林業振興に充てる。
教育課長
３．�米については、見積入札をし、最低価格業者へ発注。

西議員
１．�農村型地域運営組織形成事業、みどりの食糧システ

ム戦略推進の内容。委員は同じか。
２．�山江村文化財等調査実施委託料の調査内容。消防設

備の調査は。

３．�球磨川リバイバルトレイルは毎年開催か。

企画調整課長
１．�農村 RMOの立ち上げ計画。有機農業への取り組み

等を検討している。事業が違うので委員は別。
教育課長
２．�各地を回り、石文化についての調査。消防設備の調

査ではない。
３．�今年は１１月に開催予定。

白川議員
１．�予防接種について、コロナ予防接種は該当するのか。

２．�インフルエンザ予防接種助成金にはコロナ予防接種
は該当するのか。

３．�道路除草委託料の増額の理由は。
４．�公有財産購入費の内容は。

健康福祉課長
１．�６５歳以上の高齢者、基礎疾患の人について、該当
接種もある。

２．�今のところ該当しない。
建設課長
３．�路線及び延長の増加及び労務単価の増。
４．�災害復旧時の土砂仮置場のための土地購入費。

北田議員
　物価高騰対策に係る事業は、具体的にどのような事業
に充当されるのか。

企画調整課長
　LPガス価格高騰生活支援、保育所の副食費、やまえ
生活支援券等に充当している。

白川議員
　これまでの小学校就学時に加え、中学校入学時も追加
支給となるが、その財源は基金も含めての考えか。

村　　長
　基金は特別な事情の際に活用する。今回の場合は年間
１２０万程度であるため、一般財源で考えている。
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一般質問村政を問う！ 定例会・臨時会



　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
は

地
域
全
体
共
通
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
地
域
の
低
迷
と
衰
退

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
個
別
の
対
策
で
は
限
界
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

肥
薩
線
、
川
辺
川
ダ
ム
問
題

な
ど
の
大
き
な
課
題
を
含
め

て
、地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
、将

来
の
あ
る
べ
き
姿
の
デ
ザ
イ
ン

を
必
要
と
す
る
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
村
長
の

見
解
は
。

　

人
吉
球
磨
地
域
が
抱
え
る
諸

課
題
に
つ
い
て
、
県
で
は
各
市

町
村
の
若
手
職
員
二
～
三
名
集

め
て
、
将
来
を
考
え
る
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
、
地
域
連
携
に
何

が
必
要
な
の
か
、
農
林
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
大
学
の

誘
致
な
ど
の
意
見
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
。
肥
薩
線
、
川

辺
川
ダ
ム
等
の
大
き
な
課
題
に

つ
い
て
も
、
合
意
、
治
水
安
全

度
の
面
で
未
決
定
の
ま
ま
で
あ

り
、
地
域
全
体
の
振
興
策
に
つ

い
て
も
総
論
賛
成
、
各
論
反
対

の
模
様
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
で
は
危
機
感
を

持
ち
な
が
ら
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

山
間
地
の
生
活
暮
ら
し
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
の

安
心
安
全
な
維
持
管
理
は

　

定
期
的
な
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
軽
微
な
補
修
は
そ
の

都
度
対
応
し
て
い
る
。
安
心
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
管

理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

※
他
に
「
丸
岡
公
園
農
村
広
場

の
整
備
に
つ
い
て
」
質
し
た
。

横谷　巡 議員

■ 人吉球磨地域全体の
　　　　「将来のあるべき姿」は
　　■ 高齢化社会への
　　　 　　　　　対応について

　

村
民
体
育
祭
、
駅
伝
大
会

等
、
出
場
参
加
が
で
き
な
い
区

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
地

域
の
現
状
を
考
慮
反
映
し
た
新

た
な
行
事
の
創
出
は
で
き
な

い
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
意
見
が
あ

り
、
新
た
な
形
を
ス
ポ
ー
ツ
推

進
員
等
関
係
者
で
模
索
検
討
し

た
い
。

　

料
金
未
納
の
架
空
請
求
や
還

付
金
の
電
話
詐
欺
な
ど
、
被
害

か
ら
村
民
を
守
る
対
策
は
。

　

注
意
喚
起
や
啓
発
を
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
防
災
無
線
で
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
様
々
な
手
段

で
被
害
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
に

情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

答
　
村
　
長

将
来
の
人
吉
球
磨
の

全
体
構
想
に
つ
い
て

伺
う

高
齢
者
を
狙
っ
た
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
の

対
策
を

山
間
地
域
の
安
全
な

道
路
の
維
持
管
理
を

答
建
設
課
長

答
教
育
課
長

体
育
ス
ポ
ー
ツ
行
事

の
見
直
し
の
考
え
は

答
健
康
福
祉
課
長

問

問

問

問
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一般質問村政を問う！ ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原
稿のまま掲載しています



　

今
年
度
の
予
算
計
上
執
行
は

困
難
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず

は
、
分
団
長
を
通
し
て
要
望
書

の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

　

地
域
に
お
い
て
給
油
所
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
暮
ら
し
に

お
い
て
電
気
、
水
と
同
じ
く
大

事
な
イ
ン
フ
ラ
の
ひ
と
つ
と
考

え
る
。
村
と
し
て
存
続
に
お
け

る
助
成
金
等
の
支
援
を
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　

本
当
に
住
民
に
と
っ
て
必
要

な
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
も
確
認
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。
そ
の
う

え
で
、
当
然
経
済
団
体
に
助
成

金
等
は
出
し
て
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
の
で
、
そ
の
付

近
を
含
め
て
検
討
を
さ
せ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
ま
た
Ｊ
Ａ
の
ほ

う
と
も
協
議
を
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
聞
記
事
に
て
妊
産
婦
、
乳

児
用
備
蓄
進
ま
ず
防
災
部
署

「
女
性
ゼ
ロ
」
６
割
（
地
区
町

村
調
査
）
と
あ
っ
た
が
、
本
村

の
状
況
及
び
今
後
の
追
加
変
更

等
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か

伺
う
。

　

有
事
の
際
は
女
性
４
名
で
対

応
す
る
、
ま
た
妊
産
婦
、
乳
幼

児
の
備
蓄
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い

な
い
、
令
和
６
年
度
の
予
算
に

つ
い
て
は
補
助
金
の
約
束
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
中
身
の
変
更

は
可
能
な
の
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

寺
の
下
団
地
、
林
田
団
地
双

方
は
棟
続
で
あ
り
火
災
発
生
と

な
る
と
、
延
焼
が
危
惧
さ
れ

る
。
ま
た
、
河
川
防
火
水
利
は

増
水
、
渇
水
時
に
利
用
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
。
迅
速
な
消
火

活
動
が
出
来
る
よ
う
、
消
火
栓

等
の
設
置
に
む
け
た
計
画
が
新

年
度
に
お
い
て
出
来
な
い
か

伺
う
。

久保山 直巳 議員

■ 本村給油所存続における支援について
■ 備蓄物資の整備について
■ 新寺の下住宅、
　 　林田団地の消火栓及び
　 　　防火水槽設置について

林田団地の消火栓は役場敷地内

答
　
村
　
長

答
総
務
課
長

答
総
務
課
長

問問

問
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一般質問村政を問う！ 一般質問一般質問村政を問う！



　

山
江
中
に
お
け
る
自
転
車
通

学
者
数
と
安
全
対
策
や
指
導
方

法
を
伺
う
。

　

令
和
５
年
度
の
山
江
中
学

校
の
自
転
車
通
学
生
は
32
名

で
、
毎
年
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
、
駐
在
所
、
人
吉
署
の

警
察
官
よ
り
安
全
指
導
を
頂

き
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
安
全

タ
ス
キ
の
着
用
を
義
務
づ
け
て

い
る
。

　

昨
年
４
月
１
日
よ
り
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
る
が
、
熊
本
県
教
育

委
員
会
に
よ
る
と
、
県
立
高
校

全
日
制
で
の
自
転
車
通
学
生
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
、
最
も

低
い
３
％
と
着
用
率
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
自
転
車
事
故
が
増
え

て
い
る
た
め
生
徒
の
安
全
を
最

優
先
に
考
え
た
と
し
、
来
年
度

よ
り
県
立
学
校
の
生
徒
に
つ
い

て
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

義
務
化
す
る
と
発
表
。
自
身
を

守
る
た
め
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

は
大
切
な
事
だ
が
、
物
価
高
騰

の
中
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
は

費
用
が
か
か
り
家
計
の
負
担

と
な
る
為
、
自
転
車
損
害
賠
償

保
険
に
加
入
さ
れ
、
更
に
Ｓ
Ｇ

マ
ー
ク
な
ど
認
定
基
準
を
満
た

し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ

た
方
を
対
象
と
し
た
購
入
費
の

一
部
を
補
助
は
出
来
な
い
か
伺

う
。

　

補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、

義
務
化
さ
れ
た
場
合
や
村
民
か

ら
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
た
場
合
、

今
後
検
討
す
る
。

　

情
報
の
伝
達
方
法
は
、
現
在

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

　

広
報
、
回
覧
、
防
災
無
線
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
使

い
、
村
民
の
方
々
に
情
報
の
伝

達
を
行
っ
て
い
る
。

　

山
江
村
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

取
り
入
れ
、
気
軽
に
本
村
の
緊

急
情
報
や
防
災
情
報
、
様
々
な

申
請
、予
約
、ア
ン
ケ
ー
ト
、村

民
か
ら
の
質
問
、
ま
た
村
民
が

道
路
の
損
傷
や
水
道
の
漏
水
な

ど
の
不
具
合
を
発
見
し
た
場
合

の
通
報
な
ど
面
倒
な
く
閲
覧
や

操
作
が
可
能
だ
が
、
こ
の
便
利

な
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
の
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

　

色
々
な
媒
体
で
村
の
情
報
伝

達
を
行
っ
て
い
る
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
伝
達
方
法
と
し
て
、
有

料
、
無
料
版
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
を
活
用
し
、
役
場
職

員
の
ほ
か
区
長
、
情
報
化
推
進

委
員
、
消
防
団
の
分
団
長
、
以

上
の
登
録
を
行
い
、
緊
急
時

の
情
報
伝
達
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
他
の
自
治
体
の
例
と
し

て
、
く
ら
し
の
情
報
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
緊
急
情
報
に
加
え
、

手
続
き
に
も
対
応
し
た
自
治
体

の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
精
査
し
な
が

ら
、検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。

本田　りか 議員

■ 自転車における
　　　　　　安全対策について
　　■ 村の情報の伝達方法について

※
他
に
「
子
宮
頸
が
ん

（
H
P
V
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
」
質
し
た
。

答
企
画
調
整
課
長

答
教 

育 

長

答
総
務
課
長

答
総
務
課
長

公
式
L
I
N
E
導
入

の
検
討
を
！

自
転
車
に
お
け
る
　

安
全
対
策
は
？

問問

問問
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■ 自然災害に対する備えについて

立道　徹 議員
　

自
然
災
害
（
大
雨
・
台
風
・

地
震
）
が
あ
る
が
、
地
震
だ
け

は
予
測
で
き
な
い
、
地
震
に
対

す
る
備
え（
準
備
）に
つ
い
て
。

　

日
頃
か
ら
の
備
え
と
し
て

１
．
備
蓄
・
非
常
持
出
し
品
の

備
蓄
。
非
常
時
の
水
・
食
料
の

備
蓄
・
非
常
持
出
し
品
の
準
備
。

２
．
周
囲
の
状
況
確
認
。
普

段
、
通
る
道
に
危
険
個
所
が
な

い
か
確
認
。

３
．
安
全
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
。

室
内
に
な
る
べ
く
物
を
置
か
な

い「
安
全
ス
ペ
ー
ス
」を
作
る
。

４
．
家
具
の
固
定
。
家
具
が

倒
れ
て
こ
な
い
よ
う
に
固
定

す
る
。

５
．
連
絡
手
段
の
確
保
。
災
害

が
発
生
し
た
時
の
連
絡
手
段
や

集
合
場
所
。

※
災
害
発
生
に
備
え
る
た
め

に
、
家
族
で
の
話
し
合
い
が

重
要
。

　

停
電
が
あ
り
、
水
道
が
断

水
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

ま
ず
、水
が
大
切
で
、食
糧
も
、

ま
た
、
持
出
し
品
は
、
両
手
が

使
え
る
リ
ュ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ

る
。
懐
中
電
灯
、
簡
易
ガ
ス
コ

ン
ロ
も
最
低
必
要
な
備
蓄
品
で

あ
る
が
、
最
低
で
も
、
3
日
間

は
自
分
た
ち
で
生
き
抜
く
準
備

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
行

政
の
立
場
か
ら
は
。

　

3
日
間
は
、
食
糧
の
備
蓄
を

お
願
い
し
た
い
。
行
政
の
支
援

も
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
。
行
政

の
支
援
が
届
く
ま
で
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
、
頑
張
っ
て
頂

き
た
い
。

　

自
然
災
害
の
備
え
に
つ
い
て

の
啓
発
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

を
、
各
家
庭
、
壁
に
掲
示
で
き

る
よ
う
な
も
の
は
で
き
な

い
か
。

※
他
に「
福
祉（
移
送
）タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
」、「
山
江
村
ス
ポ
ー

ツ
行
事
に
つ
い
て
」、「
分
館
の

合
併
及
び
消
防
団
の
編
成
に
つ

い
て
」
質
し
た
。

　

広
報
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等

で
現
在
も
梅
雨
時
期
前
、
台
風

シ
ー
ズ
ン
前
に
村
民
の
方
へ
備

え
を
お
願
い
し
て
い
る
。
能
登

半
島
地
震
も
い
き
な
り
襲
っ
て

き
た
の
で
今
後
も
啓
発
に
対
し

て
、
力
を
入
れ
て
い
く
。

問

問問

答
総
務
課
長

答
総
務
課
長

答
総
務
課
長

石川県輪島市（災害派遣職員より提供）
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令
和
５
年
度
地
域
づ
く
り
懇

談
会
の
出
席
状
況
と
ど
の
よ
う

な
質
問
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。

　

出
席
者
総
数
２
５
６
名
で

出
席
率
は
21
％
、
昨
年
度
は

26
％
。
出
さ
れ
た
意
見
等
は
１

５
７
件
で
、
道
路
整
備
、
災
害

防
止
対
策
、
支
障
木
の
除
去
、

除
草
作
業
の
依
頼
、
交
通
安
全

対
策
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｓ
終
了
に
関
す

る
質
問
等
が
出
さ
れ
た
。

　

出
さ
れ
た
要
望
や
意
見
は
ど

の
様
に
検
討
し
回
答
し
た
の

か
。
予
算
化
の
状
況
は
？

　

課
長
会
を
開
催
し
て
対
策
を

検
討
し
た
。
既
に
対
応
済
、
対

応
予
定
の
も
の
が
88
件
、
現
地

調
査
を
し
今
後
対
応
予
定
30

件
、
熊
本
県
等
へ
の
要
望
が
29

件
、
地
元
で
対
応
い
た
だ
く
も

の
が
10
件
で
地
元
へ
文
書
で
回

答
し
て
い
る
。

　

既
に
令
和
５
年
度
補
正
で
対

応
し
た
も
の
も
あ
り
、
来
年
度

財
源
の
見
通
し
が
つ
い
た
事
業

は
当
初
予
算
に
計
上
し
た
。

　

懇
談
会
に
出
席
出
来
な
い
方

や
色
々
な
年
代
の
多
様
な
意
見

を
聴
く
た
め
に
、
村
政
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
再
開
す
る
考
え
は

な
い
か
？

　

令
和
２
年
豪
雨
災
害
や
新
型

コ
ロ
ナ
、
物
価
高
騰
等
村
民
生

活
に
影
響
が
出
て
い
る
の
で
村

政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
活
用
し

た
い
。

　

発
災
後
仮
設
住
宅
に
は
25
世

帯
が
入
居
さ
れ
て
い
た
が
現
状

は
。
入
居
期
限
が
８
月
に
迫
っ

て
い
る
が
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

当
初
、
25
世
帯
55
名
が
入
居

さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
７
世

帯
11
名
が
残
っ
て
い
る
。
村

道
、
県
道
の
復
旧
を
待
た
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
８
月
ま
で
に

は
完
了
し
な
い
が
、
最
短
で

出
水
期
ま
で
に
は
通
行
可
能

に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
今

後
、
入
居
者
へ
の
説
明
会
を
開

催
し
、
復
帰
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

　

村
内
の
県
道
は
２
本
と
も
行

き
止
ま
り
で
あ
る
。
大
規
模
災

害
時
は
近
隣
の
町
村
へ
抜
け
ら

れ
な
い
。
迂
回
路
の
整
備
計
画

は
あ
る
の
か
。

　

県
営
で
は
あ
る
が
、
水
無
地

区
か
ら
球
磨
村
に
抜
け
る
山
江

球
磨
線
の
林
道
が
現
在
計
画
さ

れ
て
い
る
。

北田　愛介 議員

■ 民意を反映した政策を
　　　　　■ 復旧 · 復興の状況は

行き止まりの県道

仮設住宅

地
域
づ
く
り
懇
談
会

の
内
容
を
伺
う

仮
設
住
宅
の
状
況
と
　 

今
後
の
見
通
し
は

問問

問

問問

答
総
務
課
長

答
総
務
課
長

答
総
務
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
健
康
福
祉
課
長
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白川　俊博 議員
　

近
年
の
可
燃
物
、
不
燃
物
、

資
源
物
の
排
出
状
況
は
。

　

昨
年
度
は
７
３
９
ｔ
、
直
近

3
カ
年
は
減
少
傾
向
、
今
年
度

は
若
干
増
の
見
込
み
。

　

各
地
域
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
現

在
、
村
か
ら
の
一
部
補
助
で
対

応
だ
が
、
助
成
額
を
定
め
た
独

自
の
補
助
制
度
を
設
け
る
考
え

は
な
い
か
。
ま
た
ゴ
ミ
袋
は
裂

け
や
す
い
・
破
れ
や
す
い
と
聞

く
、
更
新
の
考
え
は
。

　

各
地
域
で
維
持
管
理
を
す
る

の
が
本
来
と
考
え
る
が
、
住
民

の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
維

持
管
理
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　

ゴ
ミ
袋
は
ス
ト
ッ
ク
が
あ
り

変
更
す
る
予
定
は
今
の
と
こ
ろ

無
い
が
今
後
検
討
も
考
え
る
。

　

昨
年
、
つ
つ
じ
祭
り
・
栗
ま

つ
り
・
宝
物
収
穫
祭
と
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
成

果
は
。

　

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
大
き
な
目

的
が
あ
る
。
自
然
環
境
を
Ｐ
Ｒ

す
る
つ
つ
じ
祭
り
、
栗
を
中
心

と
し
た
産
業
の
活
性
化
と
な
る

栗
ま
つ
り
、
収
穫
が
終
わ
っ
た

慰
労
と
年
間
を
通
し
た
活
動
の

発
表
な
ど
が
宝
物
収
穫
祭
。

　

つ
つ
じ
祭
に
約
3
，
5
０
０

名
、
栗
ま
つ
り
に
約
８
，
０
０
０

名
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

　

各
分
野
で
宝
物
を
発
信
す
る

こ
と
が
出
来
た
、
来
場
者
は
約

３
，
５
０
０
名
。

　

宝
物
収
穫
祭
は
村
外
か
ら
の

業
者
に
村
内
の
農
産
物
を
仕
入

れ
た
出
店
を
条
件
と
し
僅
か
だ

が
生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
芸
能
演
芸
や
抽

選
会
無
く
と
も
来
場
者
は
以
前

と
大
差
な
か
っ
た
。
効
果
的
な

経
費
で
本
村
の
宝
物
を
発
信
し

て
い
く
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
村
全
体
の
活
性

化
の
一
つ
と
な
る
、
期
待
さ
れ

る
効
果
は
。

　

観
光
と
特
産
物
販
売
の
相
乗

効
果
が
図
ら
れ
て
お
り
、
1
次

産
業
で
あ
る
生
産
者
の
経
営
安

定
と
生
産
意
欲
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

石川県輪島市（災害派遣職員より提供）

　

今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震

の
犠
牲
者
の
多
く
は
家
屋
の
倒

壊
に
よ
る
も
の
、
本
村
に
お
け

る
建
物
耐
震
化
率
は
。

　

公
民
館
は
山
江
村
公
民
館
整

備
事
業
補
助
金
、
個
人
住
宅
は

山
江
村
戸
建
て
木
造
住
宅
耐
震

改
修
等
事
業
補
助
金
が
あ
る
。

危
機
意
識
の
向
上
へ
の
補
助
制

度
を
啓
発
し
て
行
く
。

老朽化が目立つ老朽化が目立つ
ゴミステーションゴミステーション

■ ゴミ収集の現状
　　■ イベントからの経済効果
　　　　■ 建物耐震の現状

　

公
共
施
設
の
耐
震
化
率
は

1
０
０
％
、
公
民
館
な
ど
は

54
％
、個
人
住
宅
は
53
％
程
度
。

　

建
物
耐
震
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

地
域
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

に
補
助
金
を

地
震
に
強
い
建
物
の

耐
震
化
は
！

相
乗
効
果
か
ら
活
性
化
へ

答
　
村
　
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
企
画
調
整
課
長

問問

問

問問問

令和６年４月30日発行山江村議会だより 8
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　令和６年２月１６日、令和 5
年度下球磨町村議会正副議長会
議員研修が球磨村石の交流館「や
ませみ」で開催され当議会も参
加しました。熊本大学法学部教
授の伊藤先生を講師に「地方議
員の役割～質疑と一般質問の違
いについて～」を演題に実例を
使っての講演がありました。

　令和６年３月１１日、万江川土砂洪水氾濫対策事業における議会説明会が、役場大会議室で
開催され、熊本県より説明を受けました。議会からは、流木や土砂の量や森林の大規模伐採等
完成した時にどのような効果があるのか。渓流保全としての自然に配慮した工事を等の質疑や
要望等を伝えました。

令和５年度　下球磨町村議会正副議長会議員研修

万江川土砂洪水氾濫対策事業議会説明会

令和６年第３回　山江村議会臨時会
　令和６年３月２８日、第３回臨時会を開催し、山江村総合振興計画後期基本計画の策定につ
いて、令和５年度補正予算３件の合計４件を可決しました。
　質疑では、振興計画について横谷議員が、目標数値の整合性の見直しや今後の取り組みについ
て質疑。一般会計補正予算について、赤坂議員が各事業の繰越明許費の完了予定を質疑しました。

一般質問村政を問う！
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議員活動の一コマ
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　丸
岡
公
園
の
つ
つ
じ
が
咲
き
ほ
こ
り
新
緑

が
眩
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　村
内
で
は
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
と
黄

色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
新
一
年
生
の
元
気
な

声
が
響
き
、
山
江
中
学
校
で
は
、
新
し
く

な
っ
た
ブ
レ
ザ
ー
型
の
制
服
と
詰
め
襟
に

セ
ー
ラ
ー
服
が
混
在
す
る
光
景
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
、
入
園
式
や
小
中
学
校
の
入
学
式

に
出
席
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
で
出

会
っ
た
の
は
期
待
に
目
を
輝
か
せ
た
子
供
達

で
し
た
。
新
一
年
生
の
堂
々
と
し
た
入
場
は

頼
も
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　特
に
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
中
学
一

年
生
は
一
段
と
大
人
に
見
え
ま
し
た
。
新
し

い
制
服
は
令
和
３
年
度
の
子
供
議
会
に
お
け

る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
」
導
入
の
提
案

と
、
生
徒
主
導
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実

施
を
経
て
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
導
入

に
至
っ
た
も
の
で
生
徒
の
自
主
、
自
立
を
実

感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「不
易
流
行
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
伝
統
的
な
本
質
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
時

代
の
変
化
に
応
じ
て
新
し
い
も
の
を
取
入
れ

て
い
く
こ
と
の
意
で
す
。

　次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
は
、
山
江
村
の

美
し
い
自
然
や
先
人
が
培
っ
て
き
た
精
神
や

文
化
を
守
り
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
方
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情

勢
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
政
策
の
立
案
と
実

行
が
必
要
で
す
。

　子
供
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
託
す
べ
く
今

大
人
た
ち
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
新
し
い
年

度
の
始
ま
り
に
子
供
達
の
姿
を
見
て
意
を
強

く
し
た
一
日
で
し
た
。

【
山
江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

委 

員 

長
／
本

　田

　り
か

委 

　

 

員
／
白

　川

　俊
博

久
保
山

　直
巳

 

北

　田

　愛
介

（
文

　責

　北
田

　愛
介
）

３月議会臨時会　本会議の様子（令和 6年 3 月 28 日）
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